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Abstract：
This paper aims to review previous research on the definition of volunteering, and consider　the concept of volunteering 
from the viewpoint of labor theory. The main concern in previous　studies has been the nature and effects of volunteering. 
Previous studies in Japan have been　limited to the analysis of the phenomenon of volunteering, while approaches 
investigating　the essence of volunteering have been scarce. As this dearth of approaches represents the　fundamental 
weakness of volunteering studies to date, this study examines the concept of　volunteering as defined by labor theory. 
Labor has the substance of voluntary purposeful　relationship movement. In a capitalist society, labor appears as an 
independent form of wage　labor governed by the exchange-value principle. Conversely, the use-value aspect of labor　
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ある（Wearing, Young & Everingham, 2017）。また近年では、商品化
されたボランティア・ツーリズムについて、持続可能な産業をめざした事
例研究なども散見される（McGehee, 2014）。なお、日本語論文には、
そうした海外の研究動向を紹介したもの（大橋，2012; 依田，2011）
はあるが、日本においてボランティア・ツーリズムを現象として捉えた研
究はようやく始まったばかりである（依田，2017）。本稿は、日本のボラ
ンティア研究における「ボランティア」概念を、労働と余暇活動の関係
において検討することを主題とするため、ボランティアとツーリズム（どち
らも余暇活動の一形態である）の関係性（諸外国におけるボランティ
ア活動とボランティア・ツーリズムとの相違を含めた現象および概念の整
理）については稿を改めて追究する。付言すれば、本稿において展
開するボランティアの定義についての労働論的アプローチによって得ら
れる視座は、ツーリズム現象やボランティア・ツーリズムについての議論
の理論的基礎ともなりうると考えている。
2　社会経済学の領域において、ボランティアを主題とする研究は管見
の限りみられない。
3　ただし以下の観点からは災害ボランティアと平時のボランティアの相
違が指摘できる。すなわち、平時のボランティアは、交換価値原理が
支配的な状況下で自発的につくりだす使用価値原理に基づく労働であ
る。対して、災害ボランティアは、日常に支配的な交換価値原理が災
害によって一時的に崩壊あるいは空白が生まれることによって強制的に
表出する使用価値原理に基づく労働である。簡単にいえば、普段は
お金を得ることが目的の人間関係がメインであるが、災害時にはそれど
ころではなくなるため、その時に必要な具体的な活動そのものによって
結ばれる人間関係が現れる。これが災害ボランティアである。
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